「りっとう美知メセナ」制度実施要綱
（目的）
第1条　道路施設等の管理については、企業等と行政が協力して安全、安心、快適な道路環境づくりと低コストで質の高い維持管理を行うことが求められている。この要綱は、これらの趣旨に賛同し、ご協力いただける企業等（以下「市道維持パートナー」という。）に、道路の清掃や植栽の剪定をお願いし、実施いただくボランティア制度として「りっとう美知メセナ」制度（以下「制度」という。）を制定し、道路愛護意識の向上と道路の維持管理を図ることを目的とする。
（対象企業等）
第２条 この制度の対象となる市道維持パートナーとは、第１条の目的に賛同し、協力と意欲的に活動いただける市道近傍の事業者や団体とする。ただし、公序良俗を害するおそれや市長が不適当と認める事業者や団体を除く。
（活動内容）
第３条　市道維持パートナーは、市道の維持管理作業として月１回以上、道路敷地内の清掃及び道路植栽の剪定、施肥、除草、灌水等を安全な範囲で実施するものとする。なお、市長と協議のうえ、花壇の草花等により、企業等のイメージマーク等を表現することができるものとする。
（協力の届け出）
第４条　制度に参加しようとする企業等は、市長あてに申込書（様式第１号）を土木管理課まで提出するものとする。
（活動報告）

第５条　市道維持パートナーは、毎年度3月31日までに活動報告書（様式第２号）を市長に提出しなければならない。
（合意書の締結）
第６条　市長は、申込書の内容を審査し、支障がないと認める場合は、申込み企業等と合意書を締結し交換するものとする。
（活動区間の明示）
第７条　合意書の締結後、市道維持パートナーは、活動を明示する看板を、市長の承認を受けたうえで設置することとする。なお、看板の大きさおよび掲載内容は別途定める。
２　活動期間が終了もしくは期間途中で活動を止めた場合は、看板および花壇のイメージマーク等は市道維持パートナーが速やかに撤去するものとする。
（活動期間）
 第８条　制度の活動期間は、原則として２年とする。ただし、活動は継続することができる。
（報償等）
 第９条　制度の活動に対する金銭および物的な報償は行わない。ただし、活動に対する感謝と道路愛護意識の向上を図るため市長は、次の各号に掲げる事項を行うものとする。

　（１）活動が特に優れていると認められる市道維持パートナーに対し、感謝状を贈るものとする。

（２）市の広報誌等で活動状況及び実績を広く市民向けに広報するよう努めるものとする。
（紛争の解決、損害賠償請求への対応）

第１０条　活動に際し、第三者との間に紛争が生じ、又は損害賠償の請求があったときは、市道維持パートナーがその解決にあたるものとし、市長は協力し必要な支援を行うものとする。ただし、市道維持パートナーの過失又は故意による場合はこの限りではない。
（その他）
第１１条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。
付　則

この要綱は、平成２４年１０月　１日から施行する。
